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Ⅰ研究の成果(1000字 程度)

(図表 も含めて分か りやす く記入のこと)

研究プロジェク トの概略

高空間分解能や高エネルギー分解能 を持ち、実空間の情報が とれるSTM・STSの ハイレ

ベルな技術やノウハウは本研究室が既 に持 っている。 きれいで再現性よく余計な情報が混

じり込まない測定結果を得 るために、原子 レベルで平坦で、清浄な表面 を持つ試料が不可

欠である。そのため測定できる試料はほぼヘキ開性 のある物質に限定 されて しまう。 ここ

で我々が狙 って いるのは高真空中で薄膜試料(単 位格子層単位で単結晶成長す る)を 作製

し、真空を破ることなくSTM・STS測 定ができることで、我々は現在多元系物質作製に強

いPLDとSTMの 複合装置を立ち上げようとしている。ここでPLDに ついての技術や ノウ

ハウを取得 しなければな らない。

研究の成果

①単独のPLD装 置の立ち上げ。

リップマー研(物 性研)でPLDに ついて勉強させていただいた。Nd系 電子型超伝導体

の成膜や評価 を行 った。 ここで取得 した知識 を生か して、PLD装 置 を立 ち上げてみた。

実際行ったのは真空チェンバーや光学系の調整、周辺機器の完備な どであった。それから、

成膜が出来るよ うにターゲ ッ ト(原料)ホルダと試料基板ホルダの改造を行った。STM装 置

と結合させ るときに試料の搬送が出来 るようにまた試料基板ホルダの更なる改造が必要と

思われる。現段階で薄膜作製が出来るところまで達 して試料作製条件を探す段階に入る。

別に岩谷 さんが結合用のSTM装 置を立ち上げているところである。

② ターゲッ ト(原 料)ペ レットの作製

ター ゲ ッ トは業者に注文できるが、本研究室 にバルク試料作製 に実績があるので自分で

作製してみた。最初 に自分にも作製 した経験があった複合酸化物(La,Sr)2CuO4(超 伝導体)

の色々な組成の原料ペレッ トの作製条件を探して作製 した。

今後 は非平行相ができるという薄膜作製の特徴を生か して、色々な原料ペ レッ トを作製し、

強相関機能材料探索 と物性評価 を行う。

③ 同位体酸素置換用の管状炉の立ち上げ

物性評価のなかには色々な物性 に対するフォノンの寄与 を明 らかにす ることが 目的のひ

とつであって、 この炉は酸化物薄膜の酸素同位体置換炉である。

この炉の特徴は酸素16用 と酸素18用 の2本 のライ ンが同一条件下でアニールできて、

高価な酸素18の 回収 ・再利用が出来て、急冷できることである。置換率測定 はMSで 行 う

予定なのだが酸素の質量分析はまだ うまくできていな くて、 この問題 の解 決 と色々な酸素

圧下でのアニールができるようにす ることとのため装置は改造 中である。

現段階では薄膜試料が出来ていない間Bi系(ARPES実 験用)やLa系(輸 送測定)超 伝導

体で酸素 同位体置換を行った。
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